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「倭の五王」時代の東アジア情勢

メモ）鉄本  2024.02.20

１．３～５世紀の中国大陸情勢

 ①【西晋（２６５～３１６）】中国では 3 世紀の魏・呉・蜀による三国時代の後、魏に代った西晋が中国統一を

為したが、五胡の乱により西晋は滅亡（３１６年）。

 ②【東晋（３１７）/南朝宋（４２０～４７９）】その後、華北の五胡十六国と、西晋の皇族であった司馬睿（元帝）が

再興した華南の東晋に分裂した。東晋ではその後も混乱が続き、東晋の軍人であった劉裕（後の南朝宋の

初代皇帝武帝）によって滅ぼされた（４２０年）。南朝宋は４２０年から４７９年まで続く。

  ③【北魏（３８６～５３４）】一方、華北では五胡の１つである鮮卑の拓跋（たくばつ）部が戦乱を治め、これを継承

      した拓跋珪（後の北魏初代皇帝道武帝）が国号を魏（三国時代の魏と区別するため北魏、又は、後魏という）

と定め華北統一を為した（４３９年）。北魏は政権の不安定化により東西に分裂（５３５年）。

 ④【南北朝時代】南朝では宋⇒斉⇒梁⇒陳と続き、北朝では北魏⇒東魏/西魏⇒北斉⇒北周と続く。

南北朝時代は隋（５８１～６１８年）の中国統一（５８９年）により終わる。

２．３～５世紀の朝鮮半島情勢

①【三韓時代】３世紀頃の朝鮮半島は、北西部には漢の影響下にあった楽浪郡から公孫氏が分割した帯方郡、

   南部には韓族の７４余りの小国の連合体である三韓（馬韓、辰韓、弁韓）が存在した。

②【高句麗（前３７年頃～６６８年）】紀元前後、鴨緑江支流の渾江流域にツングース系の扶余族が部族連合

国家を形成しはじめ、半島北部を中心に領土を広げ、４世紀に入ると中国の混乱期に乗じ、３１３年楽浪

郡を陥落させ、３９１年には広開土王（談徳）が高句麗第１９代の王として即位した。４２７年第２０代長寿王が

平壌に遷都し、４７５年には百済の王都漢城を落とし、漢江流域を制圧した。５世紀前半頃から高句麗の

仏像形式は百済や日本に影響を与え、５７０年より日本と正式な国交が始まり、文化交流が盛んになった。

南北朝時代
【参考】

五胡とは、匈奴、羯（けつ）、鮮卑、氐（てい）、羌（き

ょう）のモンゴル系、トルコ・ツングース系、チベット

系の異民族。

十六国とは、匈奴＝３ケ国、羯＝１ケ国、鮮卑＝５ケ

国、氐＝３ケ国、羌＝１ケ国、（漢族）＝３ケ国。
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  ６６８年に新羅・唐連合軍によって高句麗は滅亡した。

③【三国時代】一方半島南部では、４世紀に入ると楽浪・帯方郡の滅亡を機に、三韓諸国は統合に向かい、

馬韓は伯済国を中核に百済（４世紀前半～６６０年）を建て、辰韓は斯廬国によって統合され新羅（４世紀中

頃～９３５年）となった。弁韓の地では、加羅諸国と呼ばれる小国分立状態が続いた。

④【百済（４世紀前半～６６０年）】百済は３９６年以降、倭国と同盟して高句麗の南下を阻止したが、内部の

     貴族連合体制の変化による王権の弱体化と高句麗の攻撃の為に４７５年に王都漢城が陥落した。

     ６世紀初頭の武寧王（在位５０１～５２３）の代に、加羅諸国の支配権をめぐり新羅と対立し、これを打開する

ために大和王朝と国交を開いた。６６０年に新羅・唐連合軍に破れ、後に、百済再興軍が戦ったが白村江の

戦いでの日本軍の敗北により百済は滅亡した（６６３年）。

⑤【新羅（３５６年～）】新羅は５世紀前半まで倭や高句麗に王都を占領されるなど苦難の時代が続く。

5 世紀後半になると、倭や高句麗の勢力を排除しながら洛東江中流域（半島南東部）に進出し、北方スキタイ

文化や中国文化の影響を受けた新羅文化を形成し、三国時代最大の版図となっている。6 世紀に入ると、

百済の勢力を排除し伽耶諸国を支配下に治めた。

   ⑥【統一新羅（～９３５年）】白村江の戦に続く６６８年には新羅・唐連合軍が高句麗を滅ぼしている。６７０年から

６７６年まで唐と対立し、旧百済領内の唐軍を駆逐し、新しい統一新羅の時代を作った（６７６年）。６世紀中葉

から７世紀後半までの時期、日本と唐の厳しい対立があり、新羅と日本の関係は緊密であったが、８世紀に

入り、唐と日本の関係が修復され新羅と日本の関係は疎遠となった。９世紀前半以降全国で反乱が相次ぎ、

第５６代敬順王が高麗（９１８～１３９２年）の王建に降って新羅は滅亡した（９３５年）。

⑦【高麗（９１８年～１３９２年）】９世紀末以降、半島では地方豪族が台頭し動乱状態に陥った。その中で豪族

王建が有力豪族弓裔を倒して高麗を興す（９１８年）。
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３．冊封（さくほう）体制

  冊封とは、東アジアにおいて、中国の皇帝が周辺諸国の首長に対して冊書（さくしょ）・称号を授け、国王に

封じることによって外交秩序を形成する体制のこと。

    【郡国制】 紀元前２０６年に中国を統一した漢王朝は、中央には「郡県制」を敷いて直接支配し、地方には

在地有力者を配する「封建制」とした。有力者らは王或いは候と称され、その治める地域は王国、候国と

称され支配権は世襲された。この２つの制度を併せたものが「郡国（ぐんこく）制」である。

一方、領域外の異民族の首長には、外臣として官職を授け君臣関係を結んだ。中国と諸国とは宗主国と

 藩属国（冊封国）という名目的な君臣関係になる。冊封国は、中国皇帝に土産の物を献上して「君臣」の

礼をつくし（朝貢）、皇帝は多くの返礼物を回賜（かいし）し、大国の威徳を示した。藩属国の王は、自身の

地位の正当性を中国から認められることで、自国内の王権の強化・安定を図るために冊封に応じた。

  魏・晋代（４世紀末）までは、中国王朝に親しみを表す「漢委奴國王」（=漢の倭の奴の国王）、「親魏倭王」

（=親魏である倭の王）などの外臣特有の官爵が授与されていた。

  南北朝時代になると、周辺諸国の首長に対して都督（ととく）・将軍・刺史（しし）・太守のような軍事権や

行政権を示す称号が与えられた。日本（倭）では、卑弥呼、倭の五王の他、１４０４年（応永１１）に足利義満が

明の永楽帝から「日本国王」に冊封されている。

【南朝梁（５０２～５５７）の梁職貢図】  古代中国皇帝に対する周辺国や少数民族の進貢の様子を表した

絵図である。朝貢した 倭人の姿も描かれている。 中国国家博物館に収蔵。

            【倭国使】                                【百済国使】
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  百済の使者に比べ、倭の使者は裸足で服装も貧相に描かれている。（『魏志倭人伝』の記述の影響か？）

４．南朝宋の将軍号序列と「倭の五王」の冊封

  南朝宋の将軍号序列と倭の将軍号除正の変遷は以下の通り。

                                         【将軍号の除正状況】

  

                                【参考】都督とは；地方の軍政を統べた総司令の意味。

  ①４３８年の除正： 安東将軍、倭国王に除される。又、倭隋等の随員１３人に対して、平西、征虜、冠軍、

輔国将軍号に除正することを求め、承認されている。倭隋は安東将軍の 1 級下の平西将軍を除正

されており、また、「倭の五王」と同じ「倭」姓であることから王族かつ副王という解釈がある。

倭の支配国として、百済、新羅、任那、秦（辰）韓、墓（馬）韓を求めるが、却下される。

     ☜ 倭国王の序列は三品であり、級は異なるものの随員と同じ序列になっており、南朝宋から見ると、

倭王の権力が配下と比べて突出したものではないということを物語っている。

  ②４５１年の除正： 従来通りの安東大将軍に除正される。随員２３人に対しては、将軍号・郡太守号が

除される。倭の支配国として、新羅、任那、加羅、秦（辰）韓、墓（馬）韓を求め承認される。

     ☜ この時、安東大将軍に進号したかどうかは歴史学者の意見が分かれている。

【絵図にある注釈文】

倭國在帯方東南大海中依山島居自帯方循海東乍南乍東對

其北岸歴三十餘國可方餘里倭王所？？在會稽東気暖地温

出真珠青玉無牛馬虎豹羊鵠（欠落 a）面文身以木綿怗首衣

横幅無縫但結（欠落ｂ）

（欠落 a）は、「男子皆黥」か？

（欠落ｂ）は、「束相連略無縫」か？

【注釈文の解釈】

文面はほぼ『魏志倭人伝』の記述内容を

踏襲している。

①倭国は帯方郡の東南大海にある。

②気候は温暖で真珠・青玉を産す。

③牛馬虎豹羊ｸｸﾞｲはいない

④男子は入れ墨、木綿を頭に掛け、

布は横幅で縫うことなく結束している。

同 品の中の

順位は

征＞鎮＞安

＞平となる。
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５．中国史書上の「倭の五王」渡海記録と除正記録について

６．冊封制度からの離脱

  倭国の外交が「武」以降に低下する背景には次のようなものがある。

①５世紀末の東アジアの変動  ４７９年南朝宋の滅亡 ⇒ 南斉（４７９～５０２）建国 ⇒ 梁（５０２～５５７）建国

    新王朝成立の記念昇進： 武は、 鎮東大将軍に昇格(４７９年)  征東大将軍に昇格（５０２年）

    ＝ これらの昇進について朝貢の有無は不明。 朝貢の前提なく建国記念として一斉昇格の可能性あり。

②倭国の支配体制が確立し冊封を必要としなくなったという可能性

    根拠： ・稲荷山古墳の鉄剣の金錯銘に「左治天下」   ・江田船山古墳大刀の銀錯銘に「治天下」

③倭国内の政治的な混乱

    安康天皇の暗殺、星川皇子の乱、清寧天皇崩御後の皇位空白と飯豊青皇女の執政、

        継体天皇即位前後の混乱（⇒混乱を避ける「大兄制度（世襲化）」が出来る）など

④６０７年に第２回遣隋使が煬帝に送った国書「日出處天子致書日沒處天子無恙云云」は、倭国の大国意識に

   よる、冊封体制からの脱却を意識したものと見做される。
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７．『宋書 倭国伝』など中国史書の中の倭王の表記について

書名 編集王朝 撰者 「日本」の呼称 首長の呼称（自称は除く）

『魏志』倭人伝 西晋 陳寿（２３３～２９７） 倭人 卑弥呼＝「親魏倭王」

『後漢書』倭伝 南朝宋 范曄（３９８～４４５） 大倭 邪馬台国の人物＝大倭王

倭 帥升＝「倭国王」

『宋書』倭国伝 南朝梁 沈約（４４１～５１３） 倭 讃＝「王」の表記なし

倭國 珍＝「倭国王」

〃 済＝「倭国王」

〃 興＝「倭国王」、「倭王」

武＝「倭王」

『南斉書』倭国 南朝梁 蕭子顕（４８９～５３７） 倭国 武＝「倭王」

『隋書』倭国伝 唐 魏徴（５８０～６４３） 倭奴国、倭国 阿毎（アメ）＝「倭王」

  ・各史書には、「倭」と「倭國」、「倭王」と「倭国王」という２つの表記が見られる。

     [仮説] 政治体制（郡国制、官僚制、軍隊など）が整った状態は「倭国」、未整備状態の場合は「倭」か？ 

  【参考１】 滇王之印（てんおうのいん）

    滇（てん）は、楚の将軍荘蹻が雲南省滇を征服した後に、秦の大軍に包囲され退路を断たれ、

荘蹻は当地に土着する形で滇王と自称した。滇は約４００年続くが、前漢の武帝の攻略に合い、

    滇王は投降し臣下として参内した。武帝は滇王に引き続き滇国の統治を許し金印「滇王之印」を

授けた（「封建制」へ組込み）。その後、滇国は「郡県制」に組み込まれ、漢王朝と一体化する。

                             

＊志賀島出土の金印は、一辺が２．３５ｃｍ  重さが１０８．７３ｇ
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【参考２】 「職貢図」 （唐） 閻立本筆 台北）故宮博物館所蔵

（閻立本は、唐代初め頃の宮廷画家。閻一族は貴族階級であり、宮中での冠服から車輿の設計、

土木事業に携わった。）

   「職貢図」は、中国の風俗画。職貢は中央政府への貢ぎ物の意味。職貢図の始まりは、５３９年頃に梁の

簫繹（しょうえき 後の元帝）が始めたとされる。（P3 に一部掲載）

＜「職貢図」（唐）の説明＞

     大きさ：縦６１．５ｃｍ 横１９１．５ｃｍ

     イラン人のような容貌の男たち２７人の行列が描かれている。中国皇帝に謁見に向かう場面であり、

     献上品を携えている。献上品は、「霊芝」（キノコの一種）、象牙、香油、香木、孔雀の羽扇、山羊など。

    白馬に乗っている人物が正使であろう。

            （原画は色彩がくすんでいるので、レタッチソフトでコントラスト・色彩を調整しています。）

漢代において、倭人の朝貢の窓口になったのは、楽浪郡であった。

    『漢書』の「地理誌」： 「楽浪の海中に倭人あり、 分かれて百余国となる。歳時をもって来りて献見す。」
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